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イタリアのLANDSATデｰタ受信局

松野久也(環境地質部)久保俊介

(助産業研究所)

はじめに

1972年にLANDSAT(当時ER㌘Sと呼称)が打上げ

られ王975年には同一21978年には同一3が実現し

EROS(EarthResour㏄sObservati01ユSystenド地球資源観測

システム)計画は｢フィｰジビリティ研究(f…ibi1ity

･tudy)｣から｢応用実証(･pp1i･･ti･nv･1idity)｣を経てセ

ミオペレｰショナノレな｢応用実験(｡pp1i｡･ti･nd･m･n･t･趾

ti･n)｣の段階へと進んで来た.世界中の陸域の全域に

ついてLANDSATデｰタをリァノレタイムに受信する

ためにはもっとも効率的な配置をすれば全世界で14

の受信局を必要とする.1978年2月現在運用中の受

信局は7局(アメリカ合衆国:3カナダ:2ブラジル:1

およびイタリア:1)であってこれらの受信範囲外の地

域ではLANDSATに搭載されているVTRの容量の

関係から限られた数のデｰタしか得られない.すなわ

ち現在ではVTRによるデｰタの記録およびそのテ

レメｰタｰは緊急時だけに限られているのである.

LANDSATデｰタの有用性が判明しかついろいろ

た分野(例えば海洋調査)を対象とする宇宙観測方式カミ

具体化するに従って衛星による観測デｰタをリアノレタ

イムで受信するための局を設置しようとする動きカミ急速

に高まりつつある(イランァルゼンチンオｰストラリア

チリ日本インドスウェｰデンザイｰル等).ここで

紹介するイタリアの局は筆者の1人松野が1974年ロｰ

マを訪れた際には建設中であってその内容の一端を閃

聞できたにすぎなかった.ところが久保は機会を得

て立派にその所期の目的を果して運用されている同局の

姿を詳さに視察することが出来た.わが国の受信局も

目下運用試験中であり本年4月から実運用の段階に入

る予定であって内外の利用者にとってどのようなサ

ｰビスが得られるのかは大きな関心事であろう.し

かしその詳細については未定である.この点実運

用に入っているイタリアの局の実状は参考にもなろうし

また同局の受信範囲内のデｰタを入手しようとする場合

の参考ともなろうと考える次第であち.

LANDSAT地上受信局の運営

イタリアのLANDSAT地上受信局はロｰマのテル

ミニ駅から急行列車で約2時間同市の東方イタリア半

島の中央部Fucino盆地内にある.受信局を訪れる

ためには最寄のアベッツアｰノ駅から車で約30～40

分を要する.周辺を小高い丘稜で囲まれた平野を車で

接近して行くとやがて大きなパラボラアンテナが3つ

4つと見えて来る.これがTelespazioによって運営

されているイタリアのLANDSAT地上受信局である

(図一1).

Te1espazio(宇宙通信金杜=ap.aper1ecomrnucazioni

･p･･i･1i)は衛星通信のためのシステムおよび送受信施

設の研究開発･設置･運営を目的として1961年10月18

目に設立された民間合杜であってIRI-STET(わが国で

いえば電々公社とNHKとを組み合せたような協同公社)の

系列会社である.1965年には郵政省との約定に基づ

いてイタリア国家のために衛星通信システムを設置し

かつ運営するため独占的権利を得ている.したがろて

Telespazioは国際通信衛星機構一INTELSAT一のメ

ンバｰす校わち運営協定加盟国としてのイタリアを代

表している機関でもある.そしてLANDSATから

の観測デｰタを収集するだけでは荏くINTELSATに

よるインド洋および大西洋を超える衛星通信ヨｰロッ

パの軌道試験事業計画(OTP)用衛星の通信実験イタリ

アの静止衛星(SIRIO)の開発実験さらにテレメトリお

よびコマンド運転制御等を行っているのである.

図工Fucinoの受信局のLANDSAT用アンテナ�
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地球資源デｰタの受信局および情報処理施設

Fucin0の受信局の10mのパラボラアンテナは自動

的に衛星を追跡し同局の受信範囲内でLANDSATの

デｰタを収集している.現在この局ではNOんへ一

4号の高分解能放射計(V･｡yHighR…luti･nR･di･m･t･･)

LANDSATのMSS(Mult}SP｡｡t｡｡1S｡｡nn｡｡)による観測

デｰタの受信も可能である.'さらに同局の設備は

HCMM,NIMBUS-G,SEASAT,METEOSAT狂ど

の地球観測衛星デｰタの受信にも適合している.

この局で受信された原デｰタは次に述べる情報処理

システムに入力されまたここを経て種々の形で利用者

に供給されることになっている.

T･1･･脾z亘･情報処理システム(下眼S)は地球観測デｰ

タの高遠処理のため特別に設けられた第二世代のシス

テムであり実際に運用中のものとしては民間における

世界最初のものである.

TIPSの内容は大きく分けて図一2aおよびbに示

すデｰタ収集･モニタリングシステム(D.t･Aqui･ition

･ndM･nit･･ingSy･t･m)と映像処理施設(Im･g･P･･･…

｡ingF｡｡i1ity)との2つに分けられその主要な業務は同

じくCに示す通りである.

デｰタ収集･モニタリングシステムは映像デｰタを

収集し併せてその雲量を評価しかつシステム全体を

コントロｰノレするためリアノレタイム･オンラインで

MSSデｰタをチェックするシステムである.受信系

からのMSSデｰタは高密度デジタルテｰプ(HDDT

=HighD.n.ityDigit.1T.p｡)に記録されるカミこの間に

スキャン変換メモリｰは標準Tyに表示されてモニタ

ｰされる.

映像処理施設は3つの機能を備えている.すなわち
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i)HDDTに記録された映像デｰタの70mmフィルムおよ

びコンビュタｰ用テｰプ(CCT=ComputorCompatib1e

Tape)等の製品への変換

ii)収集デｰタの天然資源管理に必要な情報への変換(解析)

ii1)LANDSATデｰタの検索

図2受信局のデｰタ処理システム図

それぞれに適したアノレゴリズムでプログラムされている

モデュｰルシステム設計の中に組み込まれたブロックと

して利用される曲さらにこれら2つのマイクロプ1コ

セッサｰのプ回グラ'ミンクは回転ディスクファィノレか

らの指令によって呼び出されたプログラムによって汎

用コンピュｰタｰの制御の下に自動的になされる.

晩1e9脾zio情報処理システム(丁旺S)の業務

TIPSには'多くの業務カ沖る.これらの中で最

も重要なv)をいくつか挙げると.次の通りである.

である､これらは汎用コンピュｰタｰに支援されて①

いる.

デｰタの幾何学的補正および放射補正統計計算画

像グラシフィケｰションは3つのディジタルプロセッ

サｰ(汎用コンピュｰタｰおよび2台のマイクロプロセッサｰ)

によって行われる.②

各マイクロプロセッサｰは融通性カミある.これら

はその各々に割当てられている特別な処理を行うため

デｰタ収集

この業務はHDDTレコｰダｰの制御デｰタ収

集中におけるリアノレタイム･オンラインでの表示

クイックルック画像の生産である.

デｰタ再生

高密度デジタノレテｰプを記録速度の1/8の速度で

捲き戻してデｰタを読み出し70㎜卿フィルム�
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あるいはCCTへのフォｰマット変換業務である.

ここで放射および幾何学的補正を行われる.

③画像作成

これはCCTあるいは磁気ディスクから画像デｰ

タを読み白黒アノレイムあるいはカラｰフィルム画

像を作成する業務である.

機械をコントロｰノレすることが可能である.

亙耐n0受信局の観測範囲

Fucino受信局でLANDSATのデｰタをリアルタ

イムで受信出来る範囲は図一3に示す通りであってヨ

ｰロッパの路々全域と北アフリカの一部にわたっている､

1目当り最大3軌道であって!8目で全域をカバｰする･

④画像表示および処理

これはCCT若しくはマグネティクディスクから

デｰタを読みカラｰモニタｰに画像を表示する

マンマシン対話型の画像デｰタ処理方式の提供であ

る.このシステムの出力装置中CRT画像記録

装置は4,096×4,096の画素(pixel)からなる画像を

70mmフィノレム上に露出することカミ出来る.

映像処理施設の標準製品

イタリアのTeユespaz1oから入手出来る･LANDSAT

デｰタの標準製品は70mm白黒ポジフィルム240mm

白黒およびカラｰポジフィルムならびに印画紙プリント

CCTデジタルストレッチ画像およびコントラスト処

理画像である.CCTおよび放射および幾何学的補正

画像については次の諸要素が考慮されている.

このマンマシン対話型の解析ステｰションはカラｰ

CRTモニタｰドラックボｰノレアノレファベットおよ

び数字のビデオタｰミナノレおよびキｰボｰドを備えて

いる.処理結果はコンピュｰタｰで出力されると同

時にモニタｰにも表示される.したがって利用者

は種々異った演算処理入力の変更再計算など自由に

三)衛星高度および姿勢誤差

ii)ミラｰ走査の非線形性

iii)放物歪み

iマ)地球の曲率

マ)走査の非対称

∀i)センサｰのオフセット
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図3

Fucino局の受信範囲�
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このため利用者はとくに幾何学的補正の手間にわず

らわされることなくより実りのある解析カミ可能とな.る.

これはヨｰロッパおよび北アフリカ地中海沿岸という

極めてひらけた地域を対象にしていることからも極め

て重要なことである.逆にこのような所(充分密度

の高い地上基準点が得られる)であってこそ始めて可能

なことでもある.

上述のような標準製品に加えてTe1espazi0は特別な

応用プロジェクトに対してそれぞれに適合する幅広い

デｰタ処理サｰビスを行っている.

製品価格

Te1espazioのLANDSATデｰタの標準製品の価格

は次の通りである.

CCT(1,600BPI放射･幾何補正

4バンドを含む)
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白黒ポジフィルム

白黒ポジフィルム

印画紙プリント

印画紙プリント

白黒ポジフィルム
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〈クイックルック〉白黒印画紙プリント7バンドL.1,000

カラｰ合成L120,000

(参考1978年6月現在L.100≒25円)

なおしANDSATデｰタ購入に当っての連絡先は
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である.

おわりに

以上イタリアのLANDSATデｰタの受信局および

情報処理施設さらにデｰタのサｰビスについて簡単に

記した.なお詳細な情報を必要とする向は直接

Telespazi0に照会あるいは久保(産業研究所03'580`

5509)にお間合せ下さい.

新刊紹介1

宿灰岩の微層相の研究方法
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微層相(microfaciesMikrofa･ies)の定議はr薄片中で識別

できる古生物学的およびたい積岩石学的標識の全体｣であり

ひらたく言えば石灰岩における微化石組成と組織の解明であ

る.微層相の研究はテｰチス地帯の中生界や古生界の研究に

おいて重要肢位置をしめておりフランス語やドイツの文献で

はこの術語は普通に用いられるが英語の文献では法とんと使

われず日本でも聞きなれない言葉である.しかしたとえ

ぱ秋吉石灰岩のリｰフの復元に関する研究虹どはまさしく微

層相の研究そのものであり微層相の研究は実質的には全世界

で多くの石灰岩について行われている.本書で扱われる石灰

岩の微層相の研究方法とは薄片による微化石組成の解明と

Fo1k流の炭酸塩岩の組織の解明など堆積岩石学的手法とを組

合わせた総合的研究手法である.

本書の構成は次の通りである

1.序論

2.現世炭酸塩たい積作用

3.炭酸塩岩の続成作用

4.微層相の標識(基質たい積時の構成成分たい積物の

組織と構造など堆積岩石学の概要)

5.薄片中における化石(有孔虫層孔虫さんご石灰藻

�

�

�

�

��

��

など13グルｰプの概要)

炭酸塩岩の分類

微層相のタイプ区分法

標準微相タイプ(24種類の各タイプの概要それと層相

帯との関係など)

今後の研究

層相の標識と層相モデル(古環境の標識層相の識別

各層相域の統一的復元の実例など)

練習課題例

多数の美事故顕微的写真の図版は種々の微層相の理解に役立

つがとくに11練習課題例はこれら顕微鏡写真とその説明

に基づいて設問とその解答を与える形式を取っており本書の

実用的側面を表わしている.微層相の研究は炭酸塩岩中の石

油探鉱や薄片による微化石の同定の発達に伴って1960年代か

ら急激に隆盛と狂ったものであり石灰岩地帯での探査に従事

する地質家はもちろん日本の石灰岩や倉石灰岩層などを研究

する研究者や学生とにとって本書の表紙にフズリナ石灰岩の

顕微鏡写真が採用されていることからわかるように新視点の

発見などに役立つ非常に重要な著作と言えよう.
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